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＜ 資 料 ＞

〔目録〕唐澤隆三・冨美子関係資料

１．唐澤隆三関係資料目録

資料
番号

資料表記
年代

資料名 年・年度・自至 作成者
【ノート類 Ｂ】

唐澤Ｂ‐１ 「確率と統計 １９７９年 豊島高
（定）唐沢隆三」（授業ノート） １９７９年 唐澤隆三 １９７９

【文書類 Ｆ】

唐澤Ｆ‐１ ［卒業］証明書（北大理証卒第拾
五号／唐澤隆三） 昭和１８年９月２５日 北海道帝国大学理

学部長 １９４３

唐澤Ｆ‐２ 教練検定合格証明書（唐澤隆三） 昭和１８年９月２５日 倉橋尚（北海道帝
国大学配属将校） １９４３

唐澤Ｆ‐３ ［大学院特別研究生合格通知］
（唐澤隆三） 昭和１８年１０月５日 北海道帝国大学理

学部 １９４３

唐澤Ｆ‐４ ［教員適格審査］判定書（唐澤隆
三）（写） 昭和２１年８月２２日 長野県教員適格審

査委員長 １９４６

唐澤Ｆ‐５
［発令通知（応用電気研究所に於
ける数学に関する研究嘱託）］
（唐澤隆三）

昭和２２年１０月７日 北海道大学 １９４７

唐澤Ｆ‐６ ［発令通知（副手）］（研究嘱託
唐澤隆三） 昭和２３年１月３１日 北海道大学 １９４８

唐澤Ｆ‐７ ［任命通知（研究員）］（唐澤隆三）
（写） 昭和２３年３月３１日 伊藤誠哉（北海道

大学総長） １９４８

唐澤Ｆ‐８ ［分課命令（数学部門）］（副手
唐澤隆三）（写） 昭和２３年１月３１日 ［北海道大学］応

用電気研究所 １９４８

唐澤Ｆ‐９ ［発令通知（７級５号俸）］（文部
教官 唐澤隆三）（写） 昭和２５年２月２８日 北海道大学事務局

庶務課 １９５０

唐澤Ｆ‐１０ ［辞令（文部教官）］（唐澤隆三）
（写） 昭和２５年２月２８日 伊藤誠哉（北海道

大学長） １９５０

唐澤Ｆ‐１１ ［辞令（文部教官免官）］（唐澤隆
三） 昭和２５年６月３０日 北海道大学 １９５０

唐澤Ｆ‐１２ 俸給諸手当内訳表（唐澤隆三）
（写）

昭和２３年６～８月分
昭和２４年９月分
昭和２５年６月分

［北海道大学応用
電気研究所］ １９４８‐１９５０

唐澤Ｆ‐１３ 履歴書 昭和１８年１月２０日 唐澤隆三 １９４３

唐澤Ｆ‐１４ ［履歴書（昭和１８年９月～昭和２０
年９月）］ ［昭和２０年９月］ 唐澤隆三 １９４５

唐澤Ｆ‐１５
［理学部数学科学士試験合格］証
明書（北大理証第十八号／唐澤隆
三）

昭和２５年４月２１日 松浦一（北海道大
学理学部長） １９５０
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２．唐澤冨美子関係資料目録

資料
番号

資料表記
年代

資料名 年・年度・自至 作成者

唐澤Ｆ‐１６

唐澤隆三宛「履歴証明及び退職
手当の支給に関する証明につい
て（回答）」（履歴証明・退職手当
支給証明付き）（写）

昭和５４年１月５日
松森隆（北海道大
学庶務部人事課
長）

１９７９

唐澤Ｆ‐１７ 戸籍謄本（唐澤隆三） 平成１８年５月２４日 志村豊志郎（東京
都練馬区長） ２００６

唐澤Ｆ‐１８ 卒業証明書（海大理卒証第８８号
／唐澤隆三）（写） 平成１８年５月２９日 岡田尚武（北海道

大学理学部長） ２００６

唐澤Ｆ‐１９ ［成績］証明書（海大理証３７０号／
唐澤隆三）（写） 平成１８年５月２９日 岡田尚武（北海道

大学理学部長） ２００６

【刊行物 Ｇ】

唐澤Ｇ‐１ 『柳』 昭和２９年１２月～平成
２３年２月

唐澤隆三
（ソオル社） １９５４‐２０１１

唐澤Ｇ‐２ 『美』第１，２，５，３２，３４，１３３，
１４６，１５５，１５６号

平成１１年２月～平成
１７年１０月

唐澤隆三
（ソオル社） １９９９‐２００５

唐澤Ｇ‐３ 『わが非戦論史』 昭和３１年９月５日発
行

石川三四郎
（ソオル社） １９５６

唐澤Ｇ‐４ 『自由律俳句史雑記』 昭和４６年１１月１日発
行

唐澤隆三
（ソオル社） １９７１

唐澤Ｇ‐５ 『自由律俳句史ところどころ』 昭和４０年５月４日発
行

唐澤隆三
（ソオル社） １９６５

唐澤Ｇ‐６ 『馬の足 雑文集』 昭和４７年７月１日発
行

唐澤隆三
（ソオル社） １９７２

唐澤Ｇ‐７ 『ふるさと 詩集』 昭和４８年５月４日発
行

唐澤隆三
（ソオル社） １９７３

資料
番号

資料表記
年代

資料名 年・年度・自至 作成者
【ノート類 Ｂ】

大杉Ｂ‐１
「非ゆうくりっど幾何学」（梶島
二郎、内田老鶴圃１９２２年出版の
筆写ノート）

［昭和６～１０年度］ 大杉冨美子 １９３１‐１９３６

大杉Ｂ‐２
「AUTOMORPHIC FUNCTIONS

BY LESTER R. FORD, PH. D.」
（１９２９年第１版の筆写ノート）

［昭和１６～１８年］ 大杉冨美子 １９４１‐１９４３

大杉Ｂ‐３ ［入江盛一助教授「複素変数函数
論」の演習ノート］（写） ［昭和１７年］ 大杉冨美子 １９４２

大杉Ｂ‐４ 「函数論」（写） ［昭和１７年度］ 大杉冨美子 １９４２‐１９４３

大杉Ｂ‐５ 「解析集合論 功力先生」（写） ［昭和１８年］ 大杉冨美子 １９４３

【原稿類 Ｃ】

大杉Ｃ‐１
「非ユウクリッド幾何学概観」
（日本女子大学校家政学部第二
類卒業論文原稿）

［昭和１４年度］ 大杉冨美子 １９３９‐１９４０
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資料
番号

資料表記
年代

資料名 年・年度・自至 作成者
【メモ類 Ｄ】

大杉Ｄ‐１ ［目次メモ「しゆわるつノ不等
式、ほか］（写） ［昭和２２～２７年度］ ［唐澤冨美子］ １９４７‐１９５３

大杉Ｄ‐２ ［ビーナッツマカロンのレシピ］ ［唐澤冨美子］

大杉Ｄ‐３ ［買い物メモ］ ［唐澤冨美子］

【文書類 Ｆ】

大杉Ｆ‐１ 保育証書（大杉冨美子） 大正１４年３月２４日 日本女子大学校附
属豊明幼稚園 １９２５

大杉Ｆ‐２ 卒業証書（大杉冨美子） 昭和６年３月２３日 日本女子大学校附
属豊明小学校 １９３１

大杉Ｆ‐３ 卒業証書（大杉冨美子） 昭和１１年３月２３日 日本女子大学校附
属高等女学校 １９３６

大杉Ｆ‐４ ［卒業証書］（大杉冨美子） 昭和１５年３月２５日 日本女子大学校 １９４０

大杉Ｆ‐５ ［学士試験合格証書］（大杉冨美
子） 昭和１８年９月２５日 北海道帝国大学 １９４３

大杉Ｆ‐６
教員免許状 師範学校中学校高
等女学校教員無試験検定合格者
（家事 大杉冨美子）

昭和１５年７月１８日 文部省 １９４０

大杉Ｆ‐７
教員免許状 高等学校高等科教
員無試験検定合格者（数学 大
杉冨美子）

昭和１９年１月１０日 文部省 １９４４

大杉Ｆ‐８ ［辞令（研究員ヲ命ス）］（大杉冨
美子） 昭和１９年１０月３日 逓信省電気試験所 １９４４

大杉Ｆ‐９ ［賞与通知（四拾円）］（研究員
大杉冨美子） 昭和１９年１２月９日 電気試験所 １９４４

大杉Ｆ‐１０ ［発令通知（任逓信技官）］（大杉
冨美子） 昭和２１年６月３０日 電気試験所庶務課

長 １９４６

大杉Ｆ‐１１ ［発令通知（給十号俸）］（逓信技
官 大杉冨美子） 昭和２１年７月１日 電気試験所庶務課

長 １９４６

大杉Ｆ‐１２ ［発令通知（十一号俸）］（逓信技
官 大杉冨美子） 昭和２２年９月３０日 電気試験所庶務課

長 １９４７

大杉Ｆ‐１３ ［発令通知（十二号俸）］（逓信技
官 大杉冨美子） 昭和２２年１２月３１日 電気試験所庶務課

長 １９４７

大杉Ｆ‐１４ ［発令通知（７級７号俸）］（通商産
業技官 唐澤冨美子） ［昭和２６年１月１日］ 工業技術庁電気試

験所 １９５１

大杉Ｆ‐１５ 人事異動通知書［辞職承認］（唐
澤冨美子） 昭和２７年９月１５日 工業技術院電気試

験所 １９５２

大杉Ｆ‐１６ 履歴書（唐澤冨美子） 昭和２７年１２月１６日 工業技術院電気試
験所 １９５２

大杉Ｆ‐１７ 大正十四年度通知簿（第一学年
大杉冨美子） 大正１４年度 日本女子大学校附

属豊明小学校 １９２５‐１９２６

大杉Ｆ‐１８ 大正十五年度通知簿（第二学年
大杉冨美子） 大正１５年度 日本女子大学校附

属豊明小学校 １９２６‐１９２７
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資料
番号

資料表記
年代

資料名 年・年度・自至 作成者

大杉Ｆ‐１９ 昭和二年度通知簿（第三学年
大杉冨美子） 昭和２年度 日本女子大学校附

属豊明小学校 １９２７‐１９２８

大杉Ｆ‐２０ 昭和三年度通知簿（第四学年
大杉冨美子） 昭和３年度 日本女子大学校附

属豊明小学校 １９２８‐１９２９

大杉Ｆ‐２１ 昭和四年度通知簿（第五学年
大杉冨美子） 昭和４年度 日本女子大学校附

属豊明小学校 １９２９‐１９３０

大杉Ｆ‐２２ 昭和五年度通知簿（第六学年
大杉冨美子） 昭和５年度 日本女子大学校附

属豊明小学校 １９３０‐１９３１

大杉Ｆ‐２３
学業成績概評［昭和八年度第三
学期成績］（第三学年東組 大杉
冨美子）

昭和８年度 日本女子大学校附
属高等女学校 １９３３‐１９３４

大杉Ｆ‐２４
学業成績概評［昭和九年度第三
学期成績］（第四学年東組 大杉
冨美子）

昭和９年度 日本女子大学校附
属高等女学校 １９３４‐１９３５

大杉Ｆ‐２５
学業成績概評［昭和十年度第二
学期成績］（第五学年東組 大杉
冨美子）

昭和１０年度 日本女子大学校附
属高等女学校 １９３５‐１９３６

大杉Ｆ‐２６
［卒業成績］証明書（昭和十五年
三月家政学部第二類卒業 大杉
冨美子）

昭和１５年３月１４日 井上秀（日本女子
大学校長） １９４０

大杉Ｆ‐２７
昭和六年度授業料領収証（高等
女学校一年生東組 大杉冨美
子）

昭和６年度 日本女子大学校 １９３１‐１９３２

大杉Ｆ‐２８ 昭和六年度自治費（第一学年東
組 大杉冨美子） 昭和６年度 ［日本女子大学校］ １９３１‐１９３２

大杉Ｆ‐２９
昭和七年度授業料領収証（高等
女学校第二年生東組 大杉冨美
子）

昭和７年度 日本女子大学校 １９３２‐１９３３

大杉Ｆ‐３０ 昭和七年度自治費（第貳学年東
組 大杉冨美子） 昭和７年度 ［日本女子大学校］ １９３２‐１９３３

大杉Ｆ‐３１
昭和八年度授業料領収証（高等
女学校三年生東組 大杉冨美
子）

昭和８年度 日本女子大学校 １９３３‐１９３４

大杉Ｆ‐３２ 昭和八年度自治費（第参学年東
組 大杉冨美子） 昭和８年度 ［日本女子大学校］ １９３３‐１９３４

大杉Ｆ‐３３ 若葉会費積立票（第一学年 大
杉冨美子） ［昭和６年度］ ［日本女子大学校］ １９３１‐１９３２

大杉Ｆ‐３４
昭和九年度授業料領収証（高等
女学校四年生東組 大杉冨美
子）

昭和９年度 日本女子大学校 １９３４‐１９３５

大杉Ｆ‐３５ 昭和四年度受領証（豊明小学校
第五学年 大杉冨美子） 昭和４年度 日本女子大学校 １９２９‐１９３０

大杉Ｆ‐３６ 昭和五年度受領証（豊明小学校
六年生 大杉冨美子） 昭和５年度 日本女子大学校 １９３０‐１９３１

大杉Ｆ‐３７ 学力検定試験受験証票（大杉冨
美子） 昭和１６年 北海道帝国大学理

学部 １９４１

大杉Ｆ‐３８ 第二次入学志願者受験証票（大
杉冨美子） 昭和１６年 北海道帝国大学理

学部 １９４１
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資料
番号

資料表記
年代

資料名 年・年度・自至 作成者

大杉Ｆ‐３９ 昭和十六年度第二次入学試験日
割 昭和１６年度 北海道帝国大学理

学部 １９４１

大杉Ｆ‐４０ 入学許可書（大杉冨美子） 昭和１６年４月１１日 北海道帝国大学理
学部 １９４１

大杉Ｆ‐４１
学生生徒必携（「在学証 昭和十
六年入学 理学部数学科 大杉
冨美子」付き）

昭和１６年６月２６日交
付 北海道帝国大学 １９４１

大杉Ｆ‐４２ 身分証明書（理学部学生 大杉
冨美子） 昭和１８年９月２３日 小熊捍（北海道帝

国大学理学部長） １９４３

大杉Ｆ‐４３ 北海道帝国大学理学部図書借用
証券（袋付き） ［昭和１６～１８年］ 北海道帝国大学理

学部［図書室］ １９４１‐１９４３

大杉Ｆ‐４４ ［図書］帯出者カード（数学教室
１年 大杉冨美子） ［昭和１６年度］ 北海道帝国大学理

学部図書室 １９４１‐１９４２

大杉Ｆ‐４５ ［図書］帯出者カード（数学教室
２年 大杉冨美子） ［昭和１７年度］ 北海道帝国大学理

学部図書室 １９４２‐１９４３

大杉Ｆ‐４６ パン特別購入券（板橋区江古田
町 大杉冨美子） ［昭和２０～２３年］ 東京都 １９４５‐１９４８

大杉Ｆ‐４７ 卒業証明書（海大理卒証第８７号／
大杉冨美子）（写） 平成１８年５月２９日 岡田尚武（北海道

大学理学部長） ２００６

大杉Ｆ‐４８ ［成績］証明書（海大理証３６９号／
大杉冨美子）（写） 平成１８年５月２９日 岡田尚武（北海道

大学理学部長） ２００６

【刊行物 Ｇ】

大杉Ｇ‐１ 『北海道帝国大学学生生徒便覧
昭和十六年四月』 昭和１６年４月発行 学生課 １９４１

大杉Ｇ‐２ 『大杉くま追想集 やまゆり』 昭和４５年１２月９日発
行

唐澤冨美子
（ソオル社） １９７０

大杉Ｇ‐３
唐澤冨美子「私と暮らし」
（『グラフねりま』第５号、２６頁）
（写）

昭和６１年１月発行 東京都練馬区企画
部広報課 １９８６

【視聴覚資料類 Ｈ】

大杉Ｈ‐１ 大杉冨美子（ピアノ演奏） ［大正９～１１年］ １９２０‐１９２２

大杉Ｈ‐２ 大杉冨美子（雑司ヶ谷鬼子母神
境内にて） ［大正１２～１４年］ １９２３‐１９２５

大杉Ｈ‐３ 大杉正夫、大杉冨美子（雑司ヶ谷
金山にて） ［大正１２～１４年］ １９２３‐１９２５

大杉Ｈ‐４ 大杉冨美子（高等女学校生、証明
写真） 昭和６年５月 １９３１

大杉Ｈ‐５ 清水民子、大杉冨美子（高等女学
校生） 昭和７年１０月１１日 １９３２

大杉Ｈ‐６ 日本女子大学校附属高等女学校
第３学年東組卒業記念 昭和９年３月２４日 １９３４

大杉Ｈ‐７ 横井伝右衛門を囲む横井・大杉
一家（大杉家門前にて） 昭和９年春 １９３４

大杉Ｈ‐８ 大杉冨美子（高等女学校生、証
明写真） 昭和１１年春 １９３６
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資料
番号

資料表記
年代

資料名 年・年度・自至 作成者

大杉Ｈ‐９ 大杉冨美子、他２名（神宮外苑
にて） 昭和１３年２月１２日 １９３８

大杉Ｈ‐１０ 大杉冨美子（日本女子大学校
生、証明写真） 昭和１４年春 １９３９

大杉Ｈ‐１１ 大杉冨美子（日本女子大学校物
理学教室にて） ［昭和１４～１５年］ １９３９‐１９４０

大杉Ｈ‐１２ 大杉冨美子、渡邊雅（北海道帝国
大学の温室にて） 昭和１６年４月 １９４１

大杉Ｈ‐１３ 北海道帝国大学理学部数学科第
１２期クラス会 昭和１６年６月１１日 １９４１

大杉Ｈ‐１４ 北海道帝国大学理学部数学科第
１２期クラス会 昭和１６年１２月１１日 １９４１

大杉Ｈ‐１５ 功力金二郎教授（スキー姿） ［昭和１６～１７年冬］ １９４１‐１９４２

大杉Ｈ‐１６ 大杉冨美子（中島武三宅前に
て、南４条西１６丁目） ［昭和１６～１８年］ １９４１‐１９４３

大杉Ｈ‐１７ 大杉冨美子（中島武三宅前に
て、南４条西１６丁目） ［昭和１６～１８年］ １９４１‐１９４３

大杉Ｈ‐１８ 大杉冨美子 ［昭和１６～１８年］ １９４１‐１９４３

大杉Ｈ‐１９ 大杉冨美子、渡邊雅（クラーク
像前にて） ［昭和１６～１８年］ １９４１‐１９４３

大杉Ｈ‐２０ 渡邊雅 ［昭和１６～１８年］ １９４１‐１９４３

大杉Ｈ‐２１ 大杉冨美子、渡邊雅、桂田芳枝
助手 ［昭和１６～１８年］ １９４１‐１９４３

大杉Ｈ‐２２ 大杉冨美子 昭和１９年３月１９日 １９４４

大杉Ｈ‐２３ 大杉冨美子、他２名 昭和２３年夏 １９４８

大杉Ｈ‐２４ 唐澤冨美子、酒井十代、澤田満
喜、添谷晃子、他１名 昭和３０年夏 １９５５

大杉Ｈ‐２５ 唐澤冨美子、添谷晃子 昭和３８年８月１９日 １９６３

大杉Ｈ‐２６ 唐澤・関口一家（唐澤冨美子、
朝永領子、唐澤憲一、他５名） ［昭和３９年］ １９６４

大杉Ｈ‐２７ 唐澤冨美子（自宅玄関前にて） 昭和３９年７月５日 １９６４

大杉Ｈ‐２８ 唐澤冨美子（自宅庭にて、猫チ
ビを抱いて） 昭和３９年７月２６日 １９６４

大杉Ｈ‐２９ 唐澤冨美子（自宅庭にて） 昭和３９年９月６日 １９６４

大杉Ｈ‐３０ 唐澤冨美子（自宅玄関前にて、
猫を抱いて） 昭和４２年７月２３日 １９６７

大杉Ｈ‐３１ 唐澤冨美子（柳糸亭前にて） 昭和４４年春 １９６９
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資料
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資料名 年・年度・自至 作成者

大杉Ｈ‐３２ 唐澤冨美子（柳糸亭にて） ［昭和３９～４４年］ １９６４‐１９６９

大杉Ｈ‐３３ 唐澤冨美子 昭和５２年４月２日 １９７７

大杉Ｈ‐３４ 唐澤冨美子（『グラフねりま』第
５号掲載写真） 昭和６０年秋 １９８５

大杉Ｈ‐３５ ［録音テープ（大杉くま法要）］ 昭和４５年７月１２日 １９７０

大杉Ｈ‐３６ ［録音テープ（雑司ヶ谷時代の回
想）］ 昭和４５年７月１３日 １９７０

大杉Ｈ‐37 ［録音テープ（江古田時代の回
想）］ 昭和４５年７月２０日夜 １９７０

大杉Ｈ‐３８ ［録音テープ（江古田時代の回
想、親類の話）］ 昭和４５年７月２６日夜 １９７０

唐澤隆三略年譜

１９１８年 ５月４日、長野県小縣郡滋野村に生まれる

１９３１年 ３月２３日、滋野尋常高等小学校尋常科卒業

１９３６年 ３月３日、長野県立上田中学校卒業

１９３７年 ４月、横浜市郊外の純真学園（岡本利吉主宰）で学ぶ（～７月）

１９３８年 ４月、東京物理学校高等師範科に入学

１９４１年 ３月２１日、東京物理学校高等師範科数学部卒業

４月、北海道帝国大学理学部数学科入学

７月３０日、師範学校中学校高等女学校教員無試験検定（数学）合格

１９４３年 ９月２５日、北海道帝国大学理学部数学科卒業

１０月１日、第一補充兵（歩兵）にして東部五十連隊に入隊の臨時召集令状
を受ける

１０月１日、海軍予備学生に命ぜられる／海軍省

１０月１日、海軍兵学校入校／海軍省

１０月５日、北海道帝国大学大学院特別研究生合格

１２月２５日、横浜海軍航空隊に転属、海軍兵学校退校

１２月２９日、洲ノ埼海軍航空隊に転属

１９４４年 ５月３１日、任海軍少尉／内閣

５月３１日、充員召集。武山海兵団附／海軍省

�１ 推定は［ ］表記、不明は空欄とした。
�２ 唐澤冨美子関係資料の資料番号の記号は、時代にかかわらず、「大杉」を採用した。
�３ 資料名欄における補記は（ ）表記とした。コピー等の複写の場合は、資料名欄に（写）と記載した。
�４ 写真類（Ｈ‐１～Ｈ‐３４）の資料名欄には、被写体の人物名・時期・場所など、写真から判別できる名称を付けた。
�５ 目録作成にあたっては、『柳』、『美』、『雑文集 馬の足』等を参照した。
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１９４４年 ６月１９日、武山海兵団に着任

１９４５年 ４月２０日、兼武山警備隊附／海軍省

９月５日、任海軍中尉／内閣

９月６日、充員召集解除／海軍省

１９４６年 １月２８日、人民塾を開講（～５月２日）

８月２２日、長野県上田中学校勤務（～１９４７年３月３１日）

１９４７年 １０月７日、北海道大学応用電気研究所にて数学に関する研究嘱託（～１９４８
年３月３１日）

１９４８年 １月３１日、北海道大学応用電気研究所にて副手（数学部門）

３月３１日、北海道大学応用電気研究所にて研究員（数学部門）

６月１７日、北海道大学応用電気研究所にて雇（数学部門）

１９４９年 ３月８日、大杉冨美子と結婚

１０月２５日、北海道立札幌女子高等学校にて非常勤講師（～１９５０年３月３１日）

１９５０年 ２月２８日、任文部教官３級（助手）／北海道大学（応用電気研究所、～６
月３０日）

６月３０日、東京都立桜町高等学校勤務

１９５２年 ４月１日、東京都立第四商業高等学校に転任

１９５４年 １１月２０日、ソオル社を設立

１２月１日、個人誌『柳』を創刊

１９５６年 ２月、石川三四郎著『浪』をソオル社から発行

９月、石川三四郎著『わが非戦論史』をソオル社から発行

１９５７年 １２月、唐澤隆三編『石川三四郎書簡集』（ソオル社）発行

１９５８年 ７月、唐澤隆三編『福田英子書簡集』（ソオル社）発行

１０月、唐澤隆三著『黒いネクタイ 唐沢隆三句集』（ソオル社）発行

１９６３年 ４月１日、東京都立北高等学校に転任

１９６５年 ５月、唐澤隆三著『自由律俳句史ところどころ』（ソオル社）発行

１９６７年 ４月１日、東京都立大山高等学校に転任

１９７１年 １１月、唐澤隆三著『自由律俳句史雑記』（ソオル社）発行

１９７２年 東京都立牛込商業高等学校に転任

７月、唐澤隆三著『馬の足 雑文集』（ソオル社）発行

１９７３年 ５月、唐澤隆三著『ふるさと 詩集』（ソオル社）発行

１９７９年 ３月、東京都立高等学校教諭を退職。

東京都立豊島高等学校（定時制）で非常勤講師として数年間勤務

１９９９年 ２月、個人誌『美』を創刊

２０１１年 ２月、個人誌『柳』を終刊

５月６日、死去

北海道大学大学文書館年報 第７号（２０１２年３月）

―１００―



唐澤（大杉）冨美子略年譜

１９１８年 ７月１３日、東京府北豊島郡高田村に生まれる

１９２５年 ３月２４日、日本女子大学校附属豊明幼稚園卒園

１９３１年 ３月２３日、日本女子大学校附属豊明小学校卒業

４月、日本女子大学校附属高等女学校入学

１９３６年 ３月２３日、日本女子大学校附属高等女学校卒業

４月、日本女子大学校家政学部第二類入学

１９４０年 ３月２５日、日本女子大学校家政学部第二類卒業（第３７回生）

４月、東京物理学校にて聴講（第２学年数学科）

７月１８日、師範学校中学校高等女学校教員無試験検定（家事）合格

１９４１年 ４月、北海道帝国大学理学部数学科入学

１９４３年 ９月２５日、北海道帝国大学理学部数学科卒業

１９４４年 １月１９日、高等学校高等科教員無試験検定（数学）合格

４月１３日、日本女子大学校家政学部第二類講師嘱託（～９月３０日）

９月２７日、弟正夫、中国にて戦病死

１０月３日、電気試験所入所（研究員）／運輸逓信省

１９４５年 １月３１日、父鑑二死去

１９４６年 ３月１２日、電気試験所にて数学研究班班員に配属

６月３０日、任逓信技官／逓信省（電気試験所基礎部に勤務）

１９４９年 ３月８日、唐澤隆三と結婚

１９５１年 １０月１日、電気試験所物理部応用数学課に勤務

１９５２年 ９月１５日、通商産業技官（電気試験所）を退職

１９５４年 １１月２０日、夫隆三がソオル社を設立。以後、ソオル社の出版事業に従事

１９７０年 ６月９日、母くま死去

１２月、唐澤冨美子編『やまゆり 大杉くま追想集』（ソオル社）を発行

１９９７年 ２月３日、死去

備考 履歴書・証書類等をもとに作成し、『柳』により補完した。
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唐澤隆三（１９６４年）
（『柳』第７１３号、９頁より）

【 解 題 】

山本 美穂子

１．唐澤隆三・唐澤冨美子について （敬称略）

《唐澤隆三について》

唐澤隆三（１９１８‐２０１１）は１９１８年５月長野県小縣郡滋野村

に生まれ、１９３６年３月上田中学校を卒業した。上田中学校在

学時代から短歌や俳句に親しみ、荻原井泉水の俳句誌『層雲』

の誌友となった。１９３７年岡本利吉主宰の純真学園で約半年間

学び、１９３８年４月～１９４１年３月東京物理学校高等師範科数学

部を経て、１９４１年４月北海道帝国大学理学部数学科に入学し

た。理学部数学科では、微分幾何学を専攻して、穂刈四三二

助教授（射影幾何学）・河口商次教授（幾何学）に師事した。

数学者を志していたが、戦時による在学年限短縮により、北

海道帝国大学を１９４３年９月２５日繰り上げ卒業となった。１０月

１日第一補充兵（歩兵）として東部五十連隊に入隊の臨時召

集令状を受けたため、北海道帝国大学を卒業後は直ちに海軍予備学生となる道を選び、１０

月１日海軍兵学校に入校した。

一方、大学の研究員の養成・確保を維持するため、１９４３年９月２５日、文部省は帝国大学

の大学院等に特別研究生を置くことを定め、１０月１日から施行した。北海道帝国大学には

特別研究生４１名（理学部８名）が割り当てられた（『北大百年史 通説』１９８２年、２９４～２９５

頁）。唐澤隆三には、１９４３年１０月５日付で北海道帝国大学大学院特別研究生の合格通知が

送付された。しかし、大学院特別研究生の入営延期が可能となったのは、１９４３年１１月１３日

（陸軍省令第５４号「修学継続ノ為ノ入営延期等ニ関スル件」及び陸軍省告示第５４号）であっ

た。さらに、既に海軍兵学校に入校していたこと等が重なり、唐澤隆三は１９４５年９月召集

解除を受けるまで海軍に属することとなった。

終戦後、唐澤隆三は郷里の上田中学校で教諭生活を送った後、射影接続幾何学の研究の

ため、１９４７年１０月～１９５０年６月北海道大学応用電気研究所の数学部門に籍を置き、連続群

論に取り組んだ。離札後は、東京都立高等学校の数学教諭として教鞭を執りながら、文芸

活動に勤しんだ。１９５４年に創業した自身の出版社「ソオル社」からは、社会主義運動家石

川三四郎の著作・書簡集や、自由律俳句史、自身の詩集・句集、個人誌『柳』・『美』な

どを発行した。個人誌『柳』（月刊）は２０１１年２月に第８６３号で終刊するまで５７年間も発行

された。
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大杉冨美子（１９４１‐４３年頃）
（大杉Ｈ‐１６）

《唐澤冨美子について》

唐澤冨美子（１９１８‐１９９７、旧姓：大杉）は、１９１８年７月東京府

北豊島郡高田村に生まれた。幼稚園から日本女子大学校附属校に

通い、１９３６年３月日本女子大学校附属高等女学校を卒業し、１９４０

年３月日本女子大学校家政学部第二類を卒業した。帝国大学進学

を志して東京物理学校で数学を聴講し、１９４１年４月には北海道帝

国大学理学部数学科に入学した。理学部数学科では守屋美賀雄教

授（代数学）に師事し、１９４３年９月同大学理学部数学科を卒業し

た。卒業後は東京に戻り、母校で教鞭を執った後、１９４４年１０月運

輸逓信省所管の電気試験所へ入所した。電気試験所では研究員・

逓信技官・通商産業技官として１９５２年まで数学研究に携わった。

１９４９年３月、北大理学部数学科で同級生だった唐澤隆三と結婚し

た。体が弱かったこともあり、１９５２年９月電気試験所を退職した。退職後は、ソオル社の

出版事業を取り仕切り、夫の文芸活動を支え続けた。

２．唐澤隆三・唐澤冨美子関係資料について

北海道大学大学文書館では、帝国大学への女性の進学に関する調査を進めるにあたり、

故 唐澤冨美子さん（北海道帝国大学理学部数学科１９４３年卒業）のご尊夫であり、かつ同

級生であった唐澤隆三氏に２００５年から調査にご協力をいただいた。２００６～２０１０年にかけ

て、唐澤隆三氏からは、唐澤隆三関係資料（２７件）・唐澤冨美子関係資料（９８件）もご寄

贈いただいた。

ノート類（分類Ｂ） 唐澤隆三１件（唐澤Ｂ‐１）

唐澤冨美子５件（大杉Ｂ‐１～大杉Ｂ‐５）

原稿類（分類Ｃ） 唐澤冨美子１件（大杉Ｃ‐１）

メモ・手帳類（分類Ｄ） 唐澤冨美子３件（大杉Ｄ‐１～大杉Ｄ‐３）

文書類（分類Ｆ） 唐澤隆三１９件（唐澤Ｆ‐１～唐澤Ｆ‐１９）

唐澤冨美子４８件（大杉Ｆ‐１～大杉Ｆ‐４８）

刊行物（分類Ｇ） 唐澤隆三７件（唐澤Ｇ‐１～唐澤Ｇ‐７）

唐澤冨美子３件（大杉Ｇ‐１～大杉Ｇ‐３）

視聴覚資料類（分類Ｈ） 唐澤冨美子３８件（大杉Ｈ‐１～大杉Ｈ‐３８）

受贈資料の種類は、①ノート類、②証書・文書類、③原稿類、④メモ類（唐澤冨美子に

よる日常生活のメモ等）、⑤刊行物（ソオル社の出版物）、⑥写真（幼児の頃から結婚後に

至るまでの唐澤冨美子の写真）・録音テープ（夫妻の対談など）である。

ノート類（分類Ｂ）では、唐澤冨美子関係資料に、生徒・学生時代に数学書を筆写した

ノートや、北海道帝国大学理学部数学科での受講ノート（写）が３件ある。受講ノートに
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大学院特別研究生合格通知（１９４３年）
（唐澤Ｆ‐３）

教練検定合格証明書（１９４３年）
（唐澤Ｆ‐２）

「学生生徒必携」（１９４１年）
（大杉Ｆ‐４１）

学士試験合格証書（１９４３年）
（大杉Ｆ‐５）

ついて、唐澤隆三は「大学時代には教科書がありませんから、試験のときはノートを持っ

ていないわたしは勉強ができず、困りました。ところが、冨美子は先生の講義をすらすら

とその時間のうちに記録してしまうという才能を持っていました」（『柳』第７０３号、１９９８

年５月、８頁）と回想している。

原稿類（分類Ｃ）では、唐澤冨美子関係資料に、日本女子大学校家政学部第二類の卒業

論文原稿「非ユウクリッド幾何学概観」がある。日本女子大学校生徒から数学研究を志し

ていたことがうかがわれる資料である。

文書類（分類Ｆ）では、唐澤隆三関係資料に、「教練検定合格証明書」、「大学院特別研

究生合格通知」など、戦時下の大学生が置かれた状況をあらわす資料が含まれている。

一方、唐澤冨美子関係資料には、卒業証書類（日本女

子大学校附属豊明幼稚園・豊明小学校・高等女学校、日

本女子大学校家政学部第二類、北海道帝国大学理学部数

学科）が揃っている。また、北海道帝国大学の受験資料

（学力検定試験受験証票、第二次入学志願者受験証票、

昭和十六年度第二次入学試験日割）、入学資料（入学許

可書）、在学資料（学生生徒必携、身分証明書など）も

揃っている。「終戦前に旧制大学で学び卒業した女性が

いたことは事実ですが、それをうかつにも知らない人が

いて、そのことを教えてやっても信じようとしない人も

いたことをわたし自身が経験しています」（『柳』第７３３

号、２０００年６月、３頁）という唐澤隆三氏が、冨美子さ

んの逝去後、精力的に、北海道帝国大学へ入学した女性

に関する資料をまとめようとした賜物である。

（やまもと みほこ／北海道大学大学文書館員）
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